
彩の国

埼玉県

令和５年度 シンポジウムの様子

2025.1.22（水）

9：15~16：20 
会場：埼玉会館

第26回

埼玉県健康福祉研究発表会

第1部 講演
生き心地の良い地域とは
〜着眼点を変えて問題を眺め、考える〜

講師 岡 檀 氏

情報・システム研究機構 統計数理研究所

医療健康データ科学研究センター

特任准教授

オンデマンド配信

配信期間 1月２２日～２月２８日

第2部 口頭発表
会場

時間

第1会場（ラウンジ）
第2会場（7A会議室）
第3会場（7B会議室）
第4会場（3C会議室）

61演題

会場開催

9：15〜12：55

第3部 ワークショップ
・シンポジウム

会場

時間

１階 小ホール

ワークショップ３演題、シンポジウム５演題

会場開催

14：00〜16：20
演題数

第4部 ポスター発表
会場

時間

第5会場（3C会議室）

会場開催

10：30〜16：00
演題数

演題数

8題 ※質疑応答は12：50〜20分間実施

保健、医療、福祉に関する事業、調査等の
成果について職員が発表します。
興味のあるテーマなど一部のみ参加もする
ことも可能です。お気軽に御参加ください。

さいたまっち & コバトン



情報・システム研究機構 統計数理研究所
医療健康データ科学研究センター 特任准教授
慶應義塾大学大学院健康マネジメント研究科博士課程修了。
「日本の自殺希少地域における自殺予防因子の研究」で博士号を取得。
近年では、小学生が成人するまでを追跡するコホートスタディ「未来を
生き抜く力、見つけたい」を開始。また、路地をはじめとした町の空間
構造特性の調査に着手するなど、コミュニティの在り方をテーマに多様
な研究を展開している。
主な著書に「生き心地の良い町-この自殺率の低さには理由（わけ）が
ある」などがある。

少子高齢化や人口減少による近年の人口構造の変化、住民の生活スタイルへの
価値観の変化等により、地域を取り巻く状況は大きく変化し、その背景や要因も
複雑化し多様性を帯びています。

これらの状況変化に対して、公衆衛生に携わる職員は柔軟に状況を理解する力
や、自助・共助などの住民主体の行動を引き出し、住民と協働しながら、安心し
て暮らせる地域づくりを推進していくことが必要です。

徳島県旧海部町で行われた講師の研究の知見をもとに、多角的な視点で地域を
見て分析し、問題解決方法や対策を模索するプロセスの重要性を理解し、発想の
転換や柔軟な思考を身に着け、今後の支援に活かしませんか。

・県及び県内市町村の職員のうち保健・医療・福祉関係の業務に従事する職員
・県内自治体と連携して、保健・医療・福祉関係の調査・事業に取り組んだ県内大学職員 等

埼玉県保健医療部保健医療政策課 研修・国際協力・免許担当
TEL 048-830-3519 E-MAIL a3510-11@pref.saitama.lg.jp

埼玉県電子申請・届出サービスからお申込みください。

申込期限 令和７年1月10日(金)17時まで

生き心地の良い地域とは
〜着眼点を変えて問題を眺め、考える〜

第1部 講演 オンデマンド配信

講師プロフィール

岡 檀 氏 Oka Mayumi

お申込み方法
対象者

申込方法

お問合せ先

mailto:E-MAILa3510-11@pref.saitama.lg.jp

